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箕4表 から、本演習林 のカラマ ツ造林地 は全道語 よび帯広地方のカ ラマ ヅ告林地 の、おお むね

∬等地 か らV等 地rc位 置 している とみなされる。 しか し、本 演習林 のカラマツ調査地は9年 生で

あるか ら、あ ぐまで も推定にす ぎず・10年 生 になる昭和42年 度に、本 演習林のカ ラマ ツ造林

地の地位をさらに再検討す る予定である。

また、被害状況 については、第1表 か らわかるよ うに本年度の総枯損本数は6本 で、これ.らは

林木相互聞の競争による被圧や・風雪害等に よる枯 損が主であると思われる。

今後 も調査測定を継続 し、将来は実験 計画に基づ ぐ分散分析を行 ない、その結果に よつて本 演

習林のカラマツ 造林地 の選定資料 にす る とと もに、生長過程の実態を明らかに して合理的な保育

方法の究 明に資 したい。 なお この調査結果 は、 カラマツ収穫表作成時のデー ターとなる ものであ

る。

2.カ ラマ ツ間伐試験

本演に適合するカ ラマ ツ間伐法をみいだすため、昨年度は本演8、9林 班の16年 生カラマツ

林 に間伐試験地を設定 したが、本年度 も12月 に本演21林 班 の15年 生 カラマツ林に試験地を

設定 した。

その詳細については、本報告書の論文編に発表 したのでここでは省略する。

C・ そ の 他

1.ジ フィポツ ト育 苗試験

最近 水 ゴケ泥炭と特 殊パルプで作 られた ジフイ ポノ トに よつて、林業用苗木が育成され、育林

技 術の分野で相当の成果が認 められつつある。そ こで主 として山引苗の有効的活用の手段 として、

ジフイポットの採用を検討 してみる ことに した。

試験結果 については・本 報告書の論文編 に発表 したのでここでは省略す る。

2.下 木巣植造林試験

本試験は、広葉樹林ない しは広葉樹二 次林の合理的な経営法 として、広葉樹林 を弱度に疎開 し、

耐陰性の強い針葉討たとえばエ ゾマ ツ ・トドマ ツを植栽す る万法 を検討する とともに、また一万

エ ゾマツ・ トドマ ツの合理的な植栽法 ひいてはニ ゾマ ツ、 トドマ ツ林の合理的な造成法を研究す


